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１５．災害に対応できる薬剤師養成のカリキュラムの作成

徳島文理大学　京谷庄二郎
松山大学　　　秋山伸二

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
要約
１．目的
　災害に対応できる薬剤師の養成のためには、既存のカリキュラムでは十分ではない。そこで、今後の６年制薬学教育に求められるカリキュラムの検討、さらに、３大学４薬学部で共用できる教育資料の作成を図る。

２．活動内容
東日本大震災の際に活動された講師を招聘し、講演会を開催した。また、災害時に対応できる薬剤師養成教育の一環として、徳島赤十字病院の災害救援活動訓練への参加や薬学生を対象としたフィジカルアセスメント実習の構築、授業教材の作成に取り組んだ。フィジカルアセスメントに関しては、薬剤師用に研修項目を再選定し、四国各県で継続して開催している。

３．成果
　フィジカルアセスメント実習は３大学４薬学部で導入され、改訂モデル・コアカリキュラムに対応すべく、年々充実が図られている。県下の薬剤師に対しても、地域のステークホルダーとの協働事業として研修会を開催し、好評を得ている。徳島文理大学薬学部の「ボランティア災害医療実習」は、１単位の科目としてカリキュラムに導入している。
授業教材は、オンデマンド配信システムに教材登録が完了し、連携各校の学生が視聴できる環境が完了している。

４．今後の予定
　これらの取り組みは、補助金事業終了後も継続して行う予定である。
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講演会：「石巻医療圏における東日本大震災への対応と次への備え」
講師 東北大学病院 総合地域医療教育支援部 石井 正 教授

薬学生を対象としたフィジカルアセスメント実習
徳島文理大学薬学部
　　・4年生「実務実習事前学習」
徳島文理大学香川薬学部
　　・1年生「薬剤師の心構え」 (90分×1)
　　・3年生「医薬品安全性学」 (90分×1)
　　・4年生「実務実習事前学習」 (90分×3)
　　・5年生「医療社会薬学コミュニケーション学」 (90分×4)
徳島大学薬学部
　　・1年生「早期体験学習」
　　　 (半日，AEDの取扱い・血圧・酸素飽和度の測定)
松山大学薬学部
　・4年生「実務実習事前学習」 (講義 90分×4，実習 60分×8)

災害対応薬剤師養成のための授業教材作成
平成27年10月19日（月）
災害時医療における 薬学教育の基礎的内容(1）
-災害医療の現場における<共通の言語>　<共通の価値観>
　<共通の目的意識>の重要性-
平成27年10月19日（月）
災害時医療における 薬学教育の基礎的内容(2)
-いずれ来る大災害薬事における救世主は君かもしれない・・・-
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